






























































































                                                             







































































	 山口県玖珂郡役所が 1890 年に編纂した「山代誌」という三冊の簿冊があ

































                                                             
5 山口県玖珂郡役所「山代誌」（三冊）1890 年、山口県文書館所蔵。 
6 角川地名辞典編纂委員会『角川日本地名大辞典	 35 巻	 山口県』（角川書店、1988
年） 
7 「山代誌	 二」より。 
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③宮本常一の祖父の寺子屋体験 







































                                                             
8 宮本常一『家郷の訓』（1943 初版、岩波文庫 1997） 

































                                                             
10 この調査に関する研究としては、川村肇「明治初年の識字状況‐和歌山県の事例を
中心として‐」（大戸安弘・八鍬友広編『識字と学びの社会史‐日本におけるリテラ


































                                                             
11 この調査に関する研究としては、井上恵胤「明治一四年の識字調－当時の北安曇郡

































                                                             
12 この資料による研究として高橋敏『近世村落生活文化史序説－上野国原之郷村の研




















は、1 人 1 冊から 16 冊までの範囲に分布しており、ここでも弟子によって学
習した冊数は大きく異なっていた。梅村の作成した寺子別学習表から計算す
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21 金文京（2010 年）213 頁。 





































































                                                             
24 Boli, John.(1989) New Citizens for a New Society: The Institutional Origins of Mass 
Schooling in Sweden. Pergamon Press	 清川郁子『近代公教育の成立と社会構造』（世織
































                                                             
25 デイヴィッド・ハミルトン（安川哲夫訳）『学校教育の理論に向けて－クラス・カリ
キュラム・一斉教授の思想と歴史－』（世織書房 1998 年） 
26 井上慶隆「佐渡と越後は筋向かい－佐渡と越後の文化史－」（新潟県立文書館『研究






































	 しかしながら、「往来物」と呼ばれる書物による教育が 800 年にもわたっ
て維持されてきた事実を考えるならば、本発表で取り上げたような側面を欠
落させたままでは、真の寺子屋像を描きだすことはできないのではないかと
思われる。本研究が、複眼的な研究の一素材となれば幸いである。 
